巨大地震に備えた消防防災研究の方向性（その2）―消防防災科学技術高度化戦略プラン2012― by 松原 美之 et al.









































たっていた。「第 4期科学技術基本計画」（平成 23 年





























































































































































































































































































た場合、火災件数 358 件、8,317 棟という結果が得ら
れ、予測精度が大幅に向上する。ちなみに、東日本
大震災時の消防庁による被害報告に基づくと、内陸
の被害推計値は、火災約 150 件、家屋被害約 5,300 棟
であり、従来型の簡易型地震被害想定システムの予


























科 学 技 術 動 向　2013年 10月号（139号）
るようにするのが消防防災科学技術の使命である。



















1）　巨大地震に備えた消防防災研究の方向性（その 1）―東日本大震災の火災被害を踏まえて―、科学技術動向 2013 年 9
月号（138 号）
2）　消防庁：消防防災科学技術高度化戦略プラン　第 1期（平成 13 年）：
　　http://www.fdma.go.jp/html/new/131126yobo410‒2.pdf
　　http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/stfc/stt048j/0503_03_feature_articles/200503_fa02/200503_fa02.html
　　第 2期（平成 19 年）：http://www.fdma.go.jp/html/hakusho/h19/h19/html/j7k00000.html
3）　第 4期科学技術基本計画：
　　http://www.mext.go.jp/component/a_menu/science/detail/__icsFiles/aﬁ eldﬁ le/2011/08/19/1293746_02.pdf
4）　消防防災科学技術高度化戦略プラン 2012（平成 24 年）消防研トップページ（http://nrifd.fdma.go.jp/）より
5）　平成24年度科学技術重要施策アクションプランの対象施策について―社会的課題の解決に向けた科学技術最重点施策―」





8）　地震調査研究推進本部：地震本部ニュース 2013 年 2 月号：
　　http://www.jishin.go.jp/main/herpnews/2013/feb/herpnews2013feb.pdf
9）　科学技術イノベーション総合戦略～新次元日本創造への挑戦～（平成 25 年 6 月 7 日閣議決定）：
　　http://www8.cao.go.jp/cstp/sogosenryaku/index.html
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